





    

    




    









    はじめに
    　epub雑誌、「</script> vol.3」は藤代鷹之「THE FIFTH WORLD」特集です。……と言われても何が何やらでしょうが。
　「THE FIFTH WORLD」は小説投稿サイト「小説家になろう」に連載されているVRMMO小説です（……「VRMMO」についてはのちのち説明しますよ！）。その人気と完成度が評価され、11月下旬、アルファポリスから書籍化という運びになったのです。
　では、なぜそれを<script>で特集するのか？　答えは簡単、藤代鷹之は「真白たかゆき」などの名義で</script>や他script.の刊行物に参加していたからなのです。つまり身内の宣伝！　しかしながら、たんなる身内の宣伝で始まったこの企画は、意図せずしてわれわれにある異境の存在を発見せしめたのです。
　最近書店を見ると、Web小説が書籍化された作品が多く目につきます。しかしながらいわゆる本読みや、文学フリマの来場者にとってそれらは視界の外にあるものたちです。いったいその現場では何が支持されているのか？　というかそもそも、何が起きているのか？　藤代へのインタビューを経て、それが一部だけでも見えてくるのかもしれません。
　とはいえ、基本は宣伝です！　インタビューでも作品の話をガッツリ聞いていますし、レビューや藤代の寄稿を通して「THE FIFTH WORLD」の魅力が伝わってくる内容にするべく編集しました。よろしくお願いいたします！













    藤代鷹之インタビュー（前編）
    聞き手：佐多椋（佐）・馬原茂（馬）







    レビュー：「THE FIFTH WORLD」／佐多椋
    　VRMMO、というアルファベットの並びから、あなたは何を想起するだろうか。――さっさと答えを云ってしまうと、Virtual Reality Massively Multiplayer Onlineの略である。バーチャル・リアリティは云うまでもなく「仮想現実」の訳。そしてMassively Multiplayer Online=MMOは通常ゲームのジャンル「RPG」と組み合わされて使用される略語で、その訳は「大規模多人数同時参加型オンラインRPG」。つまり、私たちが普段当たり前のようにプレイしている、「ラグナロクオンライン」や「ファイナルファンタジーXI」、最近であれば「ドラゴンクエストX」といったオンラインRPGを指す言葉だ。それを「仮想現実」と組み合わせると、プレイヤーが仮想現実の中で現実同様に、生活や冒険を楽しむことができるRPGということになる。
　むろん、技術が進んだ現在においても、そのようなゲームは存在しない。しかし、主にWeb小説の分野において、このVRMMOはひとつのジャンルとして隆盛を誇っている。そして、その書籍化というかたちで出版された作品も数多い。そのなかでは、アニメ化もされた川原礫「ソードアート・オンライン」が代表的な作品としてあげられるだろうが、ライトノベル界における最大勢力といえる電撃文庫から刊行されたこの作品はむしろ例外的な存在といえ、VRMMO作品を含めたWeb小説は専門的なレーベル、もしくはソフトカバーの単行本として出版されることが多い。それらは、一般的なライトノベルやジュブナイル小説とはまた別の読者に求められているものであり、多少強い表現を用いれば、大多数の（文学フリマに訪れるような層も含めた）読者にとって《視界》の外にある作品群といえるかもしれない。

　さて、「THE FIFTH WORLD」である。
「まえがき」に記した通り、著者の藤代鷹之は（違う名義であったが）「</script>」や「小説フリー素材集」といったscript.の刊行物の参加者であり、また大学時代からの個人的な友人でもある。この特集自体、もともとそのつながりがあったうえで企画されたものであることは公平を期すためにもここで述べておく必要があるだろう。そのうえで、私は「THE FIFTH WORLD」をただ単純に「面白い小説」としてここで紹介したいと思う。

「THE FIFTH WORLD」は2012年4月からWebサイト「小説家になろう」上で「THE FIFTH WORLD ONLINE」として連載が開始された小説である。2012年11月に「THE FIFTH WORLD」として刊行されるのは2012年5月まで連載されていた第1部を全面的に改稿したものであり、その後は第2部を完結させたのち、現在は番外編にあたる物語が掲載されている。

　VRMMOが『第二の現実』として発展した未来。四つの巨大ゲーム企業が開発・運営する『Power Four』――そんな四つのVRMMOが、世界中で圧倒的なシェアを獲得している。あるとき、仮想世界に関する普遍的国際機関の「国際仮想統一機関」が、それらを接収し、その統合計画をスタートさせる。一時は頓挫した、かのように見えていたが――。
　主人公の楠木颯は、『Power Four』のひとつ、VRMMO『クロス』のトッププレイヤー。PK（プレイヤーキル）プレイヤーの第一人者として、〈虐殺鬼〉という二つ名で恐れられている。しかし、彼は長い間、VRMMOにログインせずにいた。
「〈虐殺鬼〉、捕まえた」
　突如、転校生として彼のもとに現れたのは、VRMMO『ゲルタニア』のトッププレイヤー、〈大々魔導師〉アリス。彼女は颯に、パーティーを組むことを迫る。本来、異なるVRMMOのプレイヤーである颯とアリス。しかし、二人は既に知っていた。世界的なトッププレイヤーである二人に、先日、国際仮想統一機関から届いた招待状――それは、頓挫したかと思われていた統合計画に関するものだ。水面下で着々と進行していた計画は、既に最終段階であり、颯とアリスは新世界『THE FIFTH WORLD』のβテストに召集されていた。
　そうして始まる、世界を変える大規模プロジェクト。『Power Four』から集う四千人のトッププレイヤー。〈虐殺鬼〉HAYATE、〈大々魔道師〉ALICEの二人は、〈チート姫〉CAGED-BIRD、〈勇者〉aaaaという、同じく化け物級のプレイヤーと邂逅を果たしてしまう。VRMMO史上最強のパーティーが結成されて、『THE FIFTH WORLD』のβテストは華々しく幕を開ける――。







    藤代鷹之インタビュー（後編）
    聞き手：佐多椋（佐）・馬原茂（馬）







    「これからVRMMO小説でプロデビューを目指すあなたへ」／藤代鷹之
    　例えば、出版社の設ける新人賞に投稿してプロデビューを目指すような人々にとって、WEB小説というものは、悪く云えば、目を向けるに値しないものだったかも知れない。それはあくまで趣味の世界であるとか、小説よりはケータイ小説に近いものであるとか。あるいは、そんなジャンルが存在していることも知らなかった人が大半かも知れない。残念ながら、WEB小説の立ち位置について踏み込むと、それはそれで長くなりすぎるため、今は割愛しておこう。
　重要なのは、現在、WEB小説を出発点としてプロデビューするケースが非常に増えているということだ。
　有名所を挙げれば、川原礫『ソードアート・オンライン』、佐島勤『魔法科高校の劣等生』、橙乃ままれ『ログ・ホライズン』あたりだろうか。ここ最近では、丸山くがね『オーバーロード』は非常に好調のようであるし、主婦の友社が創刊した新レーベル【ヒーロー文庫】のラインナップは全て、『小説家になろう』から引き抜かれた作品となっている。
　十年ぐらい前の情勢から考えれば、驚くべき事態だ。
　現在のようなＳＮＳが登場する前、ブログが主流となるさらに前——驚くべきことに、ケータイ小説のブームが訪れるよりも前である。その頃から、WEB小説というジャンルは存在していたけれど、その世界はプロデビューなどという夢からは程遠い所にあった。
　おそらく、現在の流れに繋がる最初の一歩は、吉野匠『レイン』だろうと思う。作者の個人ホームページで連載されていたそのWEB小説は、2005年にアルファポリスから書籍化されて、シリーズ累計で100万部を突破する人気作となった。
　とはいえ、そこから爆発的に火が付いたわけではない。WEB小説というジャンルはしばらく、相変わらず小さなものだった。
　そんな状況は、小説投稿サイト『小説家になろう』が急成長を遂げたあたりで変わる。わかりやすく数字で示せば、現在、『小説家になろう』に登録されている人気作品は、一日で二万を超えるユニークアクセス数を得ている。それだけアクティブな読者を抱えているということであり、ライトノベルレーベルの新人作家の初版部数が一万から二万あたりと想像するならば、WEB小説を無視して斬り捨てるには、少々、「勿体ない」状況になっているわけだ。
　2011年頃から、『小説家になろう』の人気作品が次々と書籍化を果たしている（私自身、「乗るしかない、このビッグウェーブに」と思った人間であるけれど）。出版デビューを目指すならば、やはり新人賞に投稿する方法が一般的であることは間違いないだろうけれど——しかし、そうした人々のまったく知らない場所で、新たなプロデビューの方法が確立されようとしているわけだ。
　前置きが長くなってしまった。
　さて、そうした理由で、プロデビューを目指す方々に、「『小説家になろう』にVRMMO小説を投稿してみませんか？」という話になる。なぜ、VRMMO小説なのかと云えば、『小説家になろう』で人気があるからだ。すなわち、プロデビューに繋がる可能性が高いからだ。しかし、「VRMMO小説なんて知らないし、知識もないよ」という反論もあるだろう。
　VRMMO小説がどんな作品を示すのか——それ自体は、『小説家になろう』にアクセスして、目に付いた人気作品をいくつか読んでみれば、簡単にわかってしまう。だから、本稿では、VRMMO小説を書くために役立つだろう資料を紹介しようと思う（身も蓋もなく云ってしまえば、私自身がVRMMO小説を書くために参照した資料の紹介である）。







    編集後記
    　</script> vol.3「THE FIFTH WORLD」特集号でした。
　これまでの</script>と今号には、大きな違いがいくつもあります。宣伝を前提にした特集であることもそうですし、無料であることもそのひとつです。普通の編集姿勢であれば、今号は例えば別冊的な扱いにするんではないでしょうか。しかし</script>は、この号に通し番号を振りました。
　理由はあの、まあたいしたことはなくて、つまり</script>はそれだけフレキシブルな体制でやっとりますよ、ということでしかありません。
　では機会があればまた。

佐多椋　(sata.ryou@gmail.com / Twitter @firstheaven)
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 Vol.3　特集：THE FIFTH WORLD（急に作家デビューするっていうから、とりあえず話を、聞く。）

http://p.booklog.jp/book/62725
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